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(15)基準類リスト HP へのアクセス方法 

SETRA の基準リストへのアクセス方法 

仏国の交通・道路技術事務所(SETRA)で発行している各基準、技術ガイド類については SETRA

のホームページでタイトル及び概要が確認可能な他、購入手続きも可能である。(HP は仏語/英語で

閲覧可) 

 

1.基準・技術ガイド類のリスト検索方法： 

道路関連の各基準、技術ガイド類については、仏国の道路に関する技術基準サイト(DTRF : La 

documentation des techniques routières françaises)で閲覧が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SETRA 発行図書のリスト： 

SETRA 発行の技術ガイド、マニュアル等は下記のパンフレット(PDF で閲覧可)で確認することも

可能である。 

(http://www.setra.equipement.gouv.fr/IMG/pdf/0902w_repertoireOA.pdf) 

 

SETRA の発行図書の中には、英語訳が施されていて全編がホームページからアクセス可能な図書

(技術ガイド)もある。 

(http://www.setra.equipement.gouv.fr/Technical-guides.html) 

 

 

http://www.setra.equipement.gouv.fr/IMG/pdf/0902w_repertoireOA.pdf
http://www.setra.equipement.gouv.fr/Technical-guides.html
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2.基準・技術ガイド類の年間購読契約： 

SETRA では、SETRA が発行している技術ガイド、マニュアル等(通常は有料で購入の必要あり)

の年間購読契約サービスがあり、DTRF のサイトからアクセスが可能である。年間購読はホームペ

ージからの申込みも可能で、1,000 ユーロの年間購読料を支払うことで 20 のライセンス(アクセス権)

が与えられる。 

 

SETRA の基準閲覧サイト(年間購読契約の場合)： 

(http://portail.documentation.developpement-durable.gouv.fr/dtrf/) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（http://portail.documentation.developpement-durable.gouv.fr/dtrf/） 

 

１．基準、技術ガイド類のリスト検索方法： 

LCPC HP (http://www.lcpc.fr/en/home.dml) 

      “Information Sources”から“Publications”を選択 

（http://www.lcpc.fr/en/sources/airs/index.dml） 

 

 

 

 

 

 

与えられるパスワード及びＩ

Ｄの入力により、技術ガイド、

マニュアル類の閲覧可 
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LCPC の基準リストへのアクセス方法 

仏国の中央土木研究所(LCPC)で発行している各基準、技術ガイド類については LCPC のホームペ

ージでタイトル及び概要が確認可な他、購入手続きも可能である。(HP は仏語/英語で閲覧可) 

 

1.基準・技術ガイド類のリスト検索方法： 

LCPC HP (http://www.lcpc.fr/en/home.dml) 

      “Information Sources”から“Publications”を選択 

(http://www.lcpc.fr/en/sources/airs/index.dml） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“Publications”画面の下部の“LCPC’s list of Publications”をクリック 
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Catalogue des éditions du LCPC の画面 

(http://www.lcpc.fr/fr/sources/publications/index.dml) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記サイトでは、土木一般、都市土木、構造物、道路、地盤工学と自然災害などの分野に関連する

個々の基準のタイトルと基準内容、購入の場合の価格情報等が示されている。 

本報告書では、資料編(13)「土工及び舗装関連技術ガイドリスト」にリストを掲載している。 

 

2.基準・技術ガイド類の購入申込み 

下記サイトにて、ガイド類の購入注文が可能である。 

(http://www.lcpc.fr/en/sources/callistee/iframe.php) 
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AFNOR の基準・規格リストへのアクセス方法 

仏国の規格協会(AFNOR)で発行している各基準、規格類についても AFNOR のホームページでタ

イトル及び概要が確認可な他、購入手続きも可能である。(HP は仏語/英語で閲覧可) 

 

1.基準・規格類へのアクセス方法 

AFNOR HP (http://www.afnor.org/en) 

      Pulldown メニューの“Offer”から“Publishing の Find a standard / book”を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次頁に示す基準及び図書の検索画面が現れる。 

(http://www.boutique.afnor.org/NE1AccueilNormeEdition.aspx?&nivCtx=Z0Z&aff=1&ts=3217344) 

 

このサイトでは、仏国基準のみならず、国際基準のスタンダード、AASHTO や BS スタンダード

の閲覧も可能となっている。 
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 “Search a standard”の Pulldown メニューから“French and European Standards”を選択する。

又は、ICS コードや基準(規格)No.を直接入力することでもアクセスは可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

French and European 
Standards を選択 
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 “Refine by (ICS) category”メニューから“Civil engineering”を選択すると、道路施工関連の基

準、規格のサイトへアクセスが可能である。 

2.基準・技術ガイド類の購入申込み 

各基準(規格)類は、下記の個々の基準類が示されているサイトで購入可能である。 
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(16)アフリカ各国の適用基準と舗装厚計算例 

 

1.アフリカ各国の適用基準及び耐用年数 

2005 年以降の無償及び有償案件の報告書で調査した各国(各プロジェクト)の軸重制限、舗装耐

用年数と使用された基準を示す。 

 軸重制限は、東アフリカ諸国では 10ｔが多い。 

 COMESDA 基準における軸重制限は 8t であるが、エチオピア、ケニアは国際回廊を考慮し

て 10t を採用している。 

 チュニジア、セネガルはフランスと同じ 13t を採用している。 

 

表 アフリカ各国(各プロジェクト)の軸重制限・舗装耐用年数・使用された基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.「GUIDE PRATIQUE DE DIMENSIONNEMENT DES CHASUSSEES POUR LES PAYS TROPICAUX」 

及び「SATTC」による舗装厚計算例 

 

サブサハラにおいて参照されている「GUIDE PRATIQUE DE DIMENSIONNEMENT DES CHASUSSEES POUR 

LES PAYS TROPICAUX」と南部アフリカで使用されている SATTC にて下記の設計条件のもとで舗装

構成の計算例を行った結果を示す。また、SATTC は AASHTO を参照して作成されているが、舗装構

成と舗装厚の選択がチャート式になっているため、同様の設計条件での AASHTO での設計計算例も

参考までに掲載する。 

 

 

 

 

国名 件名 軸重制限 耐用年数 軸重制限基準 適用舗装設計基準 備考
マリ‐セネガル マリ‐セネガル 10年 AASHTO舗装設計指針　（フランス基準と同等として使用）

チュニジア ‐
軸重規制　：11.5t
設計軸重　：13t
総重量 　　：51t

‐ ‐

ブルンジ 10年 AASHTO舗装設計指針

マラウイ ブランタイヤ市道路網
軸重規制　：10t
隣接軸重　：16t
総重量 　　：56t

15‐20年 SADC基準/COMESA基準 舗装設計施工指針・舗装設計便覧（日本道路協会）

Pavement and Materials Design Manual 1999　（タンザニア基準）
AASHTO舗装設計指針で検証

キルワ 15年 SATCC　1998版
マサシ‐マンガッカ Pavement and　Materials Design Manual1999　（タンザニア基準）

マダカスカル
GUIDE PRATIQUE DE DIMENSIONNEMENT DES CHASUSSEES
POUR LES PAYS　TROPICAUX（1984 年版）

ガーナ
軸重規制　：11.5t
設計軸重　：13t
総重量 　　：51t

15年 ECOWAS基準 AASHTO舗装設計指針

軸重　　　　：10t COMESA基準 Pavement Design Manual (Draft) 2001（エチオピア基準） AASHTO、BS参照
エチオピア基準 　　（英国TRL参照：日本の「舗装設計要領」と同様、SN法）

ウガンダ ‐ ‐ ‐
モザンビーク ナンブラ‐クアンバ間道路 SATCCを適用した舗装とナンブラ‐ナカラ間の簡易舗装を比較 簡易舗装を採用

ザンビア
軸重規制　：10t
隣接軸重　：18t
総重量 　　：56t

10年 SADC基準 AASHTO舗装設計指針　/　SATTC1998年版

OFFICE DES ROUTES，PROJET DES NORMES ROUTIER
総重量　　：46t AASHTO舗装設計指針で検証

ケニア
軸重規制　：10t
隣接軸重　：16t
総重量 　　：56t

‐ COMESA基準 基準改定中

SADC基準 ‐
軸重規制　：10t
隣接軸重　：18t
総重量 　　：56t

‐ ‐ ‐ ‐

COMESA基準 ‐
軸重規制　：　8t
隣接軸重　：16t
総重量 　　：53t

‐ ‐ ‐ ‐

軸重規制　：10t
隣接軸重　：18t
総重量 　　：56t

SADC基準タンザニア

コンゴ

15年ニューバガモヨ

15年

20年エチオピア
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- 設計条件 

設計交通量   ：  11,000 台/日/方向  

設計軸重量   ：  12.3 百万 標準軸重累積通過数(ESAL) 

路床支持力   ：  CBR９以上 

耐用年数       ：  15 年 

 

表 舗装構成計算例 

GUIDE PRATIQUE DE 

DIMENSIONNEMENT DES CHASUSSEES 

POUR LES PAYS TROPICAUX 

SATTC AASHTO(参考) 

Classes de traffic : T5 

Classes de portance des sols     

: S2 

 

 

(表・基層) 

Beton bitumineux：10cm 

(上層路盤) 

Grave ciment    ：22cm 

(下層路盤) 

Grave ameliores au ciment：25cm 

 

Traffic classes : T7 

Subgrade classification : S4 

Dry Regions 

 

 

(表・基層)  

アスファルトコンクリート：5cm 

(上層路盤) 

粒度調整砕石 ： 15cm 

(下層路盤) 

現地発生材＋セメント安定処理： 

20+10cm 

【Layer coefficient】  

surface  =0.44 

base     =0.14 

sub base =0.13 

【Drainage coefficient】 

base/sub base =0.11 

【Reliability】 

surface/base/sub base =-1.282 

【 Combined standard error of 

traffic prediction and 

performance prediction】 

surface/base/sub base =0.4 

【 Performance Serviceability 

Index】 

(Initial) 

surface/base/sub base =4.2 

(terminal) 

surface/base/sub base =2.0 

【Resilient modulus for surface】

surface  =350000 

base     = 31000 

sub base = 18600 

 Sub grande=13500 

 

(表・基層)  

アスファルトコンクリート：7cm 

(上層路盤) 

粒度調整砕石：20cm 

(下層路盤) 

現地発生材＋セメント安定処理：

26cm 

 

SATTC の舗装基準については次頁以降に添付する。 
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